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～今月の主な内容～
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就任あいさつ・村議補欠選挙
退任あいさつ・主な出来事や取り組み
きたしおばらトピックス
災害に備える（第８回）
長寿番付
生涯学習だより
健康通信
お知らせ・戸籍の窓口
磐梯山ジオパーク通信・自然コラム

北塩原村長選挙
遠藤和夫氏初当選

　任期満了に伴う北塩原村長選挙は、8月30日
に投票が行われ、即日開票の結果、新人の遠藤
和夫氏（北山）が初当選しました。
　今回の投票率は82.38％であり、前回投票が
行われた平成28年の選挙の投票率と比較すると
＋1.71％でした。
　9月7日には支持者や職員が迎える中、遠藤村
長が初登庁し、スタートを切りました。
　任期は9月6日から4年間です。

北塩原村公式

▲職員から花束を受け取り初登庁する遠藤村長

氏　　　名
遠藤　和夫
蟹巻　尚武

得 票 数
1,072票
786票

〈
開
票
結
果
〉



村
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

村議会議員
補欠選挙

酒井 利美 氏
初当選

　
北
塩
原
村
長
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
た
村

議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
無
投
票
と
な
り
、
新

人
の
酒
井
利
美
氏（
剣
ヶ
峯
）が
初
当
選
し
ま

し
た
。

　
任
期
は
8
月
30
日
か
ら
令
和
5
年
4
月
29

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

前
北
塩
原
村
長
　

小 

椋  

敏 

一

　
北
塩
原
村
長
を
退
任
す
る
に
あ
た
り
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
成
二
〇
年
の
就
任
以
来
、﹁
村
民
参
加
に
よ
る
協
働
の

村
づ
く
り
﹂
を
掲
げ
、
村
民
と
の
対
話
を
図
り
な
が
ら
村
づ

く
り
に
邁
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
在
任
中
を
振
り
返
る
と
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に

伴
う
原
子
力
発
電
所
事
故
へ
の
対
応
で
す
。
避
難
所
の
運
営
に
際
し
て
は
、
村
民
の

皆
さ
ま
や
宿
泊
施
設
等
か
ら
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
は
、
長
年
に
わ
た
り
本
村
の
観
光
・
農
業
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ハ
ッ
ピ
ー
ト
ラ
ベ
ル
チ
ケ
ッ
ト
の
発
行
や
裏
磐
梯
地
区
都

市
再
生
整
備
事
業
等
に
よ
り
観
光
入
込
客
数
は
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
今

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
村
民
が
一
丸
と
な
っ
て
苦
難
を
乗
り
越
え

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
の
座
右
の
銘
は
﹁
一
期
一
会
﹂
で
す
。
東
京
都
杉
並
区
を
中
心
と
し
た
交
流
自
治

体
と
の
連
携
や
﹁
日
本
で
最
も
美
し
い
村
﹂
連
合
へ
の
加
盟
、
磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
な
ど
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
絆
が
育
ま
れ

ま
し
た
。
杉
並
区
や
新
潟
県
小
千
谷
市
、
南
相
馬
市
、
大
玉
村
と
の
災
害
時
相
互
援
助

協
定
の
締
結
は
、
そ
う
し
た
絆
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。引
き
続
き
、
交
流
自

治
体
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
に
村
職
員
と
し
て
奉
職
し
て
以
来
、
四
十
年
間
に
わ
た
り
村
政
に

携
わ
り
ま
し
た
。﹁
今
お
か
れ
た
る
境
遇
に
お
い
て
自
己
の
最
善
を
尽
く
せ
﹂
と
い
う

高
校
時
代
の
恩
師
か
ら
の
言
葉
を
胸
に
、
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
村
民
の
皆
さ
ま
を
始
め
歴
代
の
先
輩
方
や
職
員
に
は
迷
惑
を
か
け
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
支
え
の
お
か
げ
で
職
務
を
全
う
で
き
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
は
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
村
民
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
し
て
参
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
更
な
る
本
村
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

村
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

北
塩
原
村
長
選
挙
で
小
椋
村
長
が
初

当
選

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
タ
ウ
ポ
市
ツ
ラ
ン
ギ
地
区

と
姉
妹
友
好
都
市
締
結
10
周
年
を
迎
え
る

北
塩
原
村
墓
地
公
園
が
完
成

村
内
初
の
認
可
保
育
園
　
芙
蓉
保
育

園
が
開
園

小
椋
佳
さ
ん
を
裏
磐
梯
観
光
大
使
に

委
嘱

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
指
定
60
周
年
記

念
式
典

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
に
加

盟東
日
本
大
震
災

磐
梯
山
地
域
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
る

沖
縄
県
東
村
と
友
好
交
流
協
定
を
締

結東
京
都
杉
並
区
と
災
害
時
相
互
援
助

協
定
を
締
結

関
東
地
方
知
事
会
を
裏
磐
梯
で
開
催

大
玉
村
と
災
害
相
互
援
助
に
関
す
る

協
定
を
締
結

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の
派
遣
先
を

台
湾
と
す
る

南
相
馬
市
と
災
害
時
相
互
援
助
に
関

す
る
協
定
を
締
結

東
北
地
方
整
備
局
と
リ
エ
ゾ
ン
協
定

を
締
結

村
駅
伝
チ
ー
ム
が
１0
年
ぶ
り
に
ふ
く

し
ま
駅
伝
に
出
場

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
く
ら
開
所

旧
大
塩
小
学
校
が
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
と
し
て
リ
ニュ
ー
ア
ル

県
道
会
津
若
松
裏
磐
梯
線
の「
桧
原
ト

ン
ネ
ル
」が
開
通

「
北
塩
原
村
　
村
の
歌
」制
定

村
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催

沖
縄
県
東
村
と
物
産
交
流
開
始

磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

に
再
認
定
さ
れ
る

東
京
農
業
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結エ
ミ
ュ
ー
の
試
験
飼
育
を
開
始

新
潟
県
小
千
谷
市
と
災
害
時
相
互
援
助

に
関
す
る
協
定
を
締
結

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
復
興

「
あ
り
が
と
う
」ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
選
定
さ
れ
る

姉
妹
友
好
都
市
締
結
20
周
年
　
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド・ツ
ラ
ン
ギ
地
区
訪
問

五
色
沼
入
口
観
光
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン

新
元
号「
令
和
」制
定
記
念
桜
峠
さ
く
ら
ま

つ
り
開
催

小
椋
村
長
が
福
島
県
町
村
会
長・全
国
町

村
会
副
会
長
に
就
任

会
津・米
沢
街
道
が
文
化
庁「
歴
史
の
道
百

選
」に
選
定
さ
れ
る

台
湾
交
流「
村
民
の
翼
」実
施

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
受
け
、生
活
支

援
緊
急
給
付
金
事
業（
村
独
自
支
援
）を
実
施

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
指
定
70
周
年
記
念

式
典
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小
椋
村
政
12
年
間
　主
な
出
来
事
や
取
り
組
み

　
こ
の
度
の
北
塩
原
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
村
民
の
皆
様
方
か
ら
力
強
い
ご
支
援
と
温
か

い
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
選
の
栄
誉
を
受
け
、
村
政
を
担
当
す
る
事
の
喜
び
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
重
責
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
達
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、
そ
の
復
興
の
為
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
歩
ん
で
き

ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
大
き
な
脅
威
に
全
て
が
足
止
め
さ
れ
、
経
済

も
、
私
達
の
行
動
も
疲
弊
し
て
い
ま
す
。

　
山
積
す
る
課
題
に
新
た
に
コ
ロ
ナ
禍
が
加
わ
り
、
行
政
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
拡
大
や
重
要
性

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
皆
様
に
、夢
の
実
現
を
訴
え
て
参
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
皆
様
方
お
一
人
お
一
人
か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉
や
願
い
、希
望
の
実
現
で
す
。

　
私
は
﹁
村
民
み
ん
な
が
輝
き
、
み
ん
な
が
誇
れ
る
北
塩
原
村
﹂を
目
指
し
、
村
民
が
主
体
の
村
づ

く
り
を
展
開
し
ま
す
。ま
た
、
村
が
掲
げ
る﹁
第
5
次
総
合
振
興
計
画
﹂の
展
開
や
そ
の
進
捗
に
も
、

皆
様
方
の
声
を
聞
く
懇
談
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
﹁
北
塩
原
村
は
ワ
ン
チ
ー
ム
﹂。課
題
の
解
決
や
夢
の
実
現
は
、
村
民
、
議
員
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の

方
々
が
一
体
と
な
り
、連
携
す
る
村
政
運
営
が
重
要
で
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
塩
原
村
長
　

遠 

藤  

和 

夫

遠
藤
村
長
の
横
顔

１
９
５
５（
昭
和
30
）年
、北
山
出
身
。

喜
多
方
工
業
高
校（
現
桐
桜
高
校
）電
気
科
卒
。

団
体
職
員
と
し
て
41
年
間
勤
務
し
、

２
０
１
４
年
退
職
。

村
議
会
議
員
を
経
て
現
在
に
至
る
。

村
民
み
ん
な
が
輝
き
、
み
ん
な
が
誇
れ
る
村

づ
く
り
を
目
指
し
、村
長
に
就
任
。

趣
味
は
陶
芸
、家
庭
菜
園
。
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村
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

村議会議員
補欠選挙

酒井 利美 氏
初当選

　
北
塩
原
村
長
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
た
村

議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
無
投
票
と
な
り
、
新

人
の
酒
井
利
美
氏（
剣
ヶ
峯
）が
初
当
選
し
ま

し
た
。

　
任
期
は
8
月
30
日
か
ら
令
和
5
年
4
月
29

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

前
北
塩
原
村
長
　

小 

椋  

敏 

一

　
北
塩
原
村
長
を
退
任
す
る
に
あ
た
り
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
成
二
〇
年
の
就
任
以
来
、﹁
村
民
参
加
に
よ
る
協
働
の

村
づ
く
り
﹂
を
掲
げ
、
村
民
と
の
対
話
を
図
り
な
が
ら
村
づ

く
り
に
邁
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
在
任
中
を
振
り
返
る
と
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に

伴
う
原
子
力
発
電
所
事
故
へ
の
対
応
で
す
。
避
難
所
の
運
営
に
際
し
て
は
、
村
民
の

皆
さ
ま
や
宿
泊
施
設
等
か
ら
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
は
、
長
年
に
わ
た
り
本
村
の
観
光
・
農
業
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ハ
ッ
ピ
ー
ト
ラ
ベ
ル
チ
ケ
ッ
ト
の
発
行
や
裏
磐
梯
地
区
都

市
再
生
整
備
事
業
等
に
よ
り
観
光
入
込
客
数
は
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
今

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
村
民
が
一
丸
と
な
っ
て
苦
難
を
乗
り
越
え

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
の
座
右
の
銘
は
﹁
一
期
一
会
﹂
で
す
。
東
京
都
杉
並
区
を
中
心
と
し
た
交
流
自
治

体
と
の
連
携
や
﹁
日
本
で
最
も
美
し
い
村
﹂
連
合
へ
の
加
盟
、
磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
な
ど
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
絆
が
育
ま
れ

ま
し
た
。
杉
並
区
や
新
潟
県
小
千
谷
市
、
南
相
馬
市
、
大
玉
村
と
の
災
害
時
相
互
援
助

協
定
の
締
結
は
、
そ
う
し
た
絆
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。引
き
続
き
、
交
流
自

治
体
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
に
村
職
員
と
し
て
奉
職
し
て
以
来
、
四
十
年
間
に
わ
た
り
村
政
に

携
わ
り
ま
し
た
。﹁
今
お
か
れ
た
る
境
遇
に
お
い
て
自
己
の
最
善
を
尽
く
せ
﹂
と
い
う

高
校
時
代
の
恩
師
か
ら
の
言
葉
を
胸
に
、
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
村
民
の
皆
さ
ま
を
始
め
歴
代
の
先
輩
方
や
職
員
に
は
迷
惑
を
か
け
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
支
え
の
お
か
げ
で
職
務
を
全
う
で
き
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
は
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
村
民
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
し
て
参
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
更
な
る
本
村
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

村
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

北
塩
原
村
長
選
挙
で
小
椋
村
長
が
初

当
選

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
タ
ウ
ポ
市
ツ
ラ
ン
ギ
地
区

と
姉
妹
友
好
都
市
締
結
10
周
年
を
迎
え
る

北
塩
原
村
墓
地
公
園
が
完
成

村
内
初
の
認
可
保
育
園
　
芙
蓉
保
育

園
が
開
園

小
椋
佳
さ
ん
を
裏
磐
梯
観
光
大
使
に

委
嘱

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
指
定
60
周
年
記

念
式
典

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
に
加

盟東
日
本
大
震
災

磐
梯
山
地
域
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
る

沖
縄
県
東
村
と
友
好
交
流
協
定
を
締

結東
京
都
杉
並
区
と
災
害
時
相
互
援
助

協
定
を
締
結

関
東
地
方
知
事
会
を
裏
磐
梯
で
開
催

大
玉
村
と
災
害
相
互
援
助
に
関
す
る

協
定
を
締
結

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の
派
遣
先
を

台
湾
と
す
る

南
相
馬
市
と
災
害
時
相
互
援
助
に
関

す
る
協
定
を
締
結

東
北
地
方
整
備
局
と
リ
エ
ゾ
ン
協
定

を
締
結

村
駅
伝
チ
ー
ム
が
１0
年
ぶ
り
に
ふ
く

し
ま
駅
伝
に
出
場

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
く
ら
開
所

旧
大
塩
小
学
校
が
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
と
し
て
リ
ニュ
ー
ア
ル

県
道
会
津
若
松
裏
磐
梯
線
の「
桧
原
ト

ン
ネ
ル
」が
開
通

「
北
塩
原
村
　
村
の
歌
」制
定

村
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催

沖
縄
県
東
村
と
物
産
交
流
開
始

磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

に
再
認
定
さ
れ
る

東
京
農
業
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結エ
ミ
ュ
ー
の
試
験
飼
育
を
開
始

新
潟
県
小
千
谷
市
と
災
害
時
相
互
援
助

に
関
す
る
協
定
を
締
結

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
復
興

「
あ
り
が
と
う
」ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
選
定
さ
れ
る

姉
妹
友
好
都
市
締
結
20
周
年
　
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド・ツ
ラ
ン
ギ
地
区
訪
問

五
色
沼
入
口
観
光
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン

新
元
号「
令
和
」制
定
記
念
桜
峠
さ
く
ら
ま

つ
り
開
催

小
椋
村
長
が
福
島
県
町
村
会
長・全
国
町

村
会
副
会
長
に
就
任

会
津・米
沢
街
道
が
文
化
庁「
歴
史
の
道
百

選
」に
選
定
さ
れ
る

台
湾
交
流「
村
民
の
翼
」実
施

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
受
け
、生
活
支

援
緊
急
給
付
金
事
業（
村
独
自
支
援
）を
実
施

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
指
定
70
周
年
記
念

式
典

 2020年 2019年 2018年 2017年 2016年 2015年 2014年

 2014年 2013年 2012年 2011年 2010年 2009年 2008年

小
椋
村
政
12
年
間
　主
な
出
来
事
や
取
り
組
み

　
こ
の
度
の
北
塩
原
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
村
民
の
皆
様
方
か
ら
力
強
い
ご
支
援
と
温
か

い
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
選
の
栄
誉
を
受
け
、
村
政
を
担
当
す
る
事
の
喜
び
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
重
責
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
達
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、
そ
の
復
興
の
為
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
歩
ん
で
き

ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
大
き
な
脅
威
に
全
て
が
足
止
め
さ
れ
、
経
済

も
、
私
達
の
行
動
も
疲
弊
し
て
い
ま
す
。

　
山
積
す
る
課
題
に
新
た
に
コ
ロ
ナ
禍
が
加
わ
り
、
行
政
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
拡
大
や
重
要
性

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
皆
様
に
、夢
の
実
現
を
訴
え
て
参
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
皆
様
方
お
一
人
お
一
人
か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉
や
願
い
、希
望
の
実
現
で
す
。

　
私
は
﹁
村
民
み
ん
な
が
輝
き
、
み
ん
な
が
誇
れ
る
北
塩
原
村
﹂を
目
指
し
、
村
民
が
主
体
の
村
づ

く
り
を
展
開
し
ま
す
。ま
た
、
村
が
掲
げ
る﹁
第
5
次
総
合
振
興
計
画
﹂の
展
開
や
そ
の
進
捗
に
も
、

皆
様
方
の
声
を
聞
く
懇
談
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
﹁
北
塩
原
村
は
ワ
ン
チ
ー
ム
﹂。課
題
の
解
決
や
夢
の
実
現
は
、
村
民
、
議
員
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の

方
々
が
一
体
と
な
り
、連
携
す
る
村
政
運
営
が
重
要
で
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
塩
原
村
長
　

遠 

藤  

和 

夫

遠
藤
村
長
の
横
顔

１
９
５
５（
昭
和
30
）年
、北
山
出
身
。

喜
多
方
工
業
高
校（
現
桐
桜
高
校
）電
気
科
卒
。

団
体
職
員
と
し
て
41
年
間
勤
務
し
、

２
０
１
４
年
退
職
。

村
議
会
議
員
を
経
て
現
在
に
至
る
。

村
民
み
ん
な
が
輝
き
、
み
ん
な
が
誇
れ
る
村

づ
く
り
を
目
指
し
、村
長
に
就
任
。

趣
味
は
陶
芸
、家
庭
菜
園
。
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きたしおばらトピックス

個人県民税納税優良で知事感謝状を受けました8月20日（木）

　第14回市町村対抗県軟式野球大会に向けた
村軟式野球チームの出場報告と村旗授与式が8
月18日に役場本庁で行われました。
　村長がチームへ「村民に元気を与えるプレーを
期待する」と激励し、渡部玲弥主将へ村旗と激励
金が手渡されました。
　渡部主将は、「チーム一丸となって初勝利を目
指す」と抱負を語りました。

目指せ初勝利
市町村対抗県軟式野球出場報告と村旗授与式8月18日（火）

▲初勝利を目指すチーム代表者

国民健康保険運営協議会の委員を委嘱しました8月25日（火）

災害に備え防災料理教室9月1日（火）

　８月２０日、個人県民税優良村知事感謝状伝達式が村長
室で行われ、会津地方振興局の守岡局長から小椋村長に、
知事感謝状が贈られました。
　北塩原村は令和元年度、個人県民税の徴収率が前年度に
比べて向上したことから、個人県民税優良村に選ばれました。
　今回の感謝状の受領は、村民の皆さんの納税に対するご
理解とご協力のたまものです。心から感謝いたします。
　今後も、より一層の村税の納期内納付をお願いいたし
ます。

　８月２５日、北塩原村国民健康保険運営協議会の新委員として、北山地区の佐々木
佑美さんに委嘱状が交付されました。任期は令和２年８月２５日から令和４年１月３１日
までです。

▲守岡局長から感謝状を受ける小椋村長

　防災の日の９月１日、村保健センターで防災料理教室を開
催しました。
　教室では、災害により電気・ガス・水道が使えない時でも、
家にある材料で1食分作るパッククッキング体験をしました。
参加者は「ごはん、玉ねぎのスープ、親子煮、サラダ、寒天フ
ルーツゼリー」を調理したほか、非常食の試食も行いました。
　参加された方からは「みんなに伝えたい」「普段から使え
る」との声が聞かれました。 ▲万が一に備え調理方法を学ぶ参加者たち

～災害に備える～
「避難所について考える」

第8回 住民課生活班 ☎23-3113

地域での避難所運営～共助～

◎避難所の運営基本

　9月1日は「防災の日」です。台風・地震等など、様々な災害発生時の対応について備えるとともに、災害時
には避難所運営の知識が重要です。再度、避難所について考えてみましょう。

　避難所は「自主防災組織」や「自治会」または「避難者」といった、地域住民による自主運営が基本とされています。
◎避難所の定義
〇「避難所」とは、自治体と地域が協議して指定する場所です。（自宅等が被災した住民等を収容し、一定期間、避難
生活を送るための施設です。）

　　他の自治体では、甚大な災害発生時に開設する「基幹避難所」（比較的大きな施設）や警報発令、台風接近が予想
される時に、最寄りの集会所などに開設される「自主避難所」を指定している例がみられます。当村においては、
このような区分は現在のところありませんが、今後、行政区や地域住民の皆さんの判断による避難所の開設・運
営が必要と考えています。

●10月下旬に防災講演会（ワークショップ）も開催予定です。参加いただき「避難所」のあり方、開設・運営な
どについて考えていきましょう。

 ・基幹避難所が開設される災害の規模における住民の役割。
 ・自主避難所が開設される災害の規模（タイミング）における住民の役割。
 （上記の意見などを踏まえ、避難行動計画や防災マップ作成に反映したいと考えています。）
●10月11日（日）に「村防災訓練（北山地区）」を実施予定です。ぜひ、ご来場ください。
※災害時には自治体の判断も重要ですが、一人一人が命を守る行動をとることが、減災のうえで極めて重
要です。

◎避難所運営の役割
○「自主防災組織・自治会」

○「自治体・施設職員等」

〇「自主避難所」（集会所等）：自主避難を希望される方を対象に一時的に開設。（行政区ごと）
〇「基幹避難所」：北山・大塩・桧原・裏磐梯の各地区に１箇所開設。

↑　　↓　情報伝達・支援

・避難者等受付
・各組織との連絡調整
・問合せの対応
・情報収集（情報伝達）

・施設の安全確認（危険箇所の対応）
・防犯、環境整備
・避難者の名簿管理

・救護活動
・健康管理
・医療従事者、医療機関との連携

・備蓄物資等の配布
・食料、物資の調達（受入れ、管理）
・炊き出し対応

・生活用水の確保
・トイレ、ゴミの対応
・衛生活動の対応

・高齢者や障がいのある方、乳幼児等
の対応

◎運営の事前準備（役割の確認）
　災害時に円滑な避難所運営ができるように、自主防
災組織等が中心となり日頃から地域で話しあいます。

＜各活動班の役割（例）＞

（柔軟に体制（役割）を組織しましょう。）
※必要に応じて自治体職員や施設職員等の支援を受けて対
応となります。

※村には６行政区に自主防災組織があります。未設置
の行政区にあっては、組織結成へ向けて話し合いを
進めてください。

◎避難所の管理組織（例）
　「主体的な運営」（自主防災組織・自治会等）

・鍵を持っている人
・運営体制の確認
・使用する部屋の確認

・物資の保管
・要配慮者の支援

①（総務班）
②（施設班）
③（救護班）
④（食料・物資班）
⑤（衛生）

災害対策本部（自治体）

代表管理者（避難所運営：総括）

活動班 (班長)

①総　務　班

②施　設　班

③救　護　班

④食料・物資班

⑤衛　生　班

※要配慮者の
　支援

お
知
ら
せ

　
・地域の力及び組織力で避難所運営の中心を担います。
※「避難者」であっても、自主防災組織等や自治体職員とともに可能な範囲で運営者と
して協力します。

・避難所と自治体の災害対策本部との情報連絡を担います。
・避難所に派遣された自治体職員等は、円滑に運営できるよう支援します。

※収容人数や感染症対策の面から、知人宅などに避難という選択もあります。

＊ポイント＊

避難先（案）
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～災害に備える～
「避難所について考える」

第8回 住民課生活班 ☎23-3113

地域での避難所運営～共助～

◎避難所の運営基本

　9月1日は「防災の日」です。台風・地震等など、様々な災害発生時の対応について備えるとともに、災害時
には避難所運営の知識が重要です。再度、避難所について考えてみましょう。

　避難所は「自主防災組織」や「自治会」または「避難者」といった、地域住民による自主運営が基本とされています。
◎避難所の定義
〇「避難所」とは、自治体と地域が協議して指定する場所です。（自宅等が被災した住民等を収容し、一定期間、避難
生活を送るための施設です。）

　　他の自治体では、甚大な災害発生時に開設する「基幹避難所」（比較的大きな施設）や警報発令、台風接近が予想
される時に、最寄りの集会所などに開設される「自主避難所」を指定している例がみられます。当村においては、
このような区分は現在のところありませんが、今後、行政区や地域住民の皆さんの判断による避難所の開設・運
営が必要と考えています。

●10月下旬に防災講演会（ワークショップ）も開催予定です。参加いただき「避難所」のあり方、開設・運営な
どについて考えていきましょう。

 ・基幹避難所が開設される災害の規模における住民の役割。
 ・自主避難所が開設される災害の規模（タイミング）における住民の役割。
 （上記の意見などを踏まえ、避難行動計画や防災マップ作成に反映したいと考えています。）
●10月11日（日）に「村防災訓練（北山地区）」を実施予定です。ぜひ、ご来場ください。
※災害時には自治体の判断も重要ですが、一人一人が命を守る行動をとることが、減災のうえで極めて重
要です。

◎避難所運営の役割
○「自主防災組織・自治会」

○「自治体・施設職員等」

〇「自主避難所」（集会所等）：自主避難を希望される方を対象に一時的に開設。（行政区ごと）
〇「基幹避難所」：北山・大塩・桧原・裏磐梯の各地区に１箇所開設。

↑　　↓　情報伝達・支援

・避難者等受付
・各組織との連絡調整
・問合せの対応
・情報収集（情報伝達）

・施設の安全確認（危険箇所の対応）
・防犯、環境整備
・避難者の名簿管理

・救護活動
・健康管理
・医療従事者、医療機関との連携

・備蓄物資等の配布
・食料、物資の調達（受入れ、管理）
・炊き出し対応

・生活用水の確保
・トイレ、ゴミの対応
・衛生活動の対応

・高齢者や障がいのある方、乳幼児等
の対応

◎運営の事前準備（役割の確認）
　災害時に円滑な避難所運営ができるように、自主防
災組織等が中心となり日頃から地域で話しあいます。

＜各活動班の役割（例）＞

（柔軟に体制（役割）を組織しましょう。）
※必要に応じて自治体職員や施設職員等の支援を受けて対
応となります。

※村には６行政区に自主防災組織があります。未設置
の行政区にあっては、組織結成へ向けて話し合いを
進めてください。

◎避難所の管理組織（例）
　「主体的な運営」（自主防災組織・自治会等）

・鍵を持っている人
・運営体制の確認
・使用する部屋の確認

・物資の保管
・要配慮者の支援

①（総務班）
②（施設班）
③（救護班）
④（食料・物資班）
⑤（衛生）

災害対策本部（自治体）

代表管理者（避難所運営：総括）

活動班 (班長)

①総　務　班

②施　設　班

③救　護　班

④食料・物資班

⑤衛　生　班

※要配慮者の
　支援

お
知
ら
せ

　
・地域の力及び組織力で避難所運営の中心を担います。
※「避難者」であっても、自主防災組織等や自治体職員とともに可能な範囲で運営者と
して協力します。

・避難所と自治体の災害対策本部との情報連絡を担います。
・避難所に派遣された自治体職員等は、円滑に運営できるよう支援します。

※収容人数や感染症対策の面から、知人宅などに避難という選択もあります。

＊ポイント＊

避難先（案）
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問い合わせ　南東北裏磐梯診療所　☎ 32-2009

　北塩原村が実施する集団検診を受けられない方は、当院で施設健診が
受けられます。（一部内容に違いがあります）また、がん検診においては前
立腺がん検診、大腸がん検診は当院でも対応しております。
　ご希望の方は一度お電話にてご相談ください。令和2年8月1日～12月
26日までの期間です。
※事前にご予約をお願いいたします。

南東北裏磐梯診療所からのお知らせ南東北裏磐梯診療所からのお知らせ

　新型コロナウイルス感染拡大予防に伴い、診療所入り口で体温測定と問
診を実施しております。ご面倒をおかけしますがご理解とご協力をお願い
いたします。

来院される皆様へのお願い

裏磐梯診療所でも健診が受けられます

〇健康増進、疾病予防、病気の早期発見・早期治療、合併症予防などが健診の目的です。
　できるだけ受けるようにしましょう。

北
塩
原
村

長
寿
番
付

9月15日から21日は「老人週間」、また9月21日は「敬老の日」です。
多年にわたり社会に尽くしてこられた

「おじいちゃん」「おばあちゃん」、ありがとうございます。
いつまでもお元気でお過ごしください。

氏　　　名 行政区
男　　　　　性

番付
遠藤　　栄
五十嵐善𠮷
齋藤　豊美
五十嵐　怜
五十嵐　守
相原　哲彦
小椋　一男
羽染竹次郎
鈴木　初壽
須藤　信立
渡部　新一
小椋喜久雄
赤城多喜雄

早 稲 沢
関　　屋
桧　　原
大 久 保
上 川 前
桧　　原
早 稲 沢
曽　　原
大塩下区
北山二区
大塩下区
小 野 川
金　　山

98
年齢

97

96

横綱

大関

関脇

94

93

92

91

小結

氏　　　名 行政区
女　　　　　性

番付
佐々木　タキノ
横　山　ノ　ブ
五十嵐　ナツエ
眞　野　新　代
武　藤　ミツコ
鈴　木　孝　子
鈴　木　ミ　キ
佐　野　雅　子
渡　部　ハルヨ
赤　城　ト　ミ
穴　澤　サク子
小　林　サ　イ

桧　　原
蛇　　平
大 久 保
剣 ケ 峯
北山二区
大塩中区
蛇　　平
秋　　元
北山二区
桧　　原
桧　　原
狐 鷹 森

年齢
102
100

99
横綱

大関

関脇

小結

98

97

96

令和2年9月15日時点での満年齢となります。（敬称略）
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【
男
性
】
前
頭

鈴
　
木
　
辰
　
雄
　
90
　
大
久
保

落
　
合
　
義
　
美
　
90
　
剣
ケ
峯

中
　
川
　
三
　
郎
　
89
　
下
　
　
吉

伊
豆
野
　
正
　
雄
　
89
　
下
　
　
吉

佐
　
藤
　
哲
　
男
　
89
　
谷
　
　
地

中
　
谷
　
久
　
一
　
89
　
北
山
三
区

井
　
上
　
　
　
憲
　
89
　
北
山
三
区

高
　
橋
　
功
　
衛
　
89
　
大
塩
上
区

五
十
嵐
　
義
　
春
　
89
　
上
川
前

大
　
橋
　
健
　
治
　
89
　
曽
　
　
原

内
　
海
　
良
　
悦
　
88
　
関
　
　
屋

髙
　
橋
　
市
　
郎
　
88
　
大
塩
上
区

髙
　
橋
　
昭
　
美
　
88
　
大
塩
下
区

佐
　
藤
　
　
　
勲
　
88
　
早
稲
沢

佐
　
藤
　
　
　
磐
　
88
　
長
　
　
峯

東
　
條
　
　
　
録
　
87
　
下
　
　
吉

千
　
葉
　
長
　
治
　
87
　
谷
　
　
地

菅
　
沼
　
　
　
貢
　
87
　
北
山
三
区

五
十
嵐
　
　
　
司
　
87
　
大
久
保

大
　
竹
　
　
　
實
　
87
　
上
川
前

五
十
嵐
　
好
　
江
　
87
　
上
川
前

外
　
島
　
二
　
郎
　
87
　
桧
　
　
原

木
　
村
　
正
　
七
　
87
　
剣
ケ
峯

目
　
黒
　
善
　
平
　
87
　
剣
ケ
峯

遠
　
藤
　
良
　
雄
　
87
　
蛇
　
　
平

小
　
椋
　
隆
　
治
　
87
　
小
野
川

中
　
川
　
常
　
男
　
86
　
北
山
一
区

遠
　
藤
　
武
　
次
　
86
　
北
山
一
区

加
　
勢
　
寅
　
彦
　
86
　
北
山
二
区

小
　
椋
　
　
　
隆
　
86
　
蛇
　
　
平

佐
　
藤
　
俊
　
意
　
85
　
下
　
　
吉

関
　
本
　
壽
々
男
　
85
　
大
塩
下
区

関
　
本
　
忠
　
維
　
85
　
大
塩
下
区

斎
　
藤
　
鉄
　
雄
　
85
　
上
川
前

伊
　
藤
　
延
　
廣
　
85
　
狐
鷹
森

河
　
野
　
榮
　
吉
　
85
　
剣
ケ
峯

長
　
澤
　
光
　
雄
　
85
　
剣
ケ
峯

【
女
性
】
前
頭

千
　
葉
　
キ
　
ヱ
　
95
　
谷
　
　
地

矢
　
吹
　
ハ
ツ
イ
　
95
　
松
陽
台

佐
　
藤
　
ハ
ル
子
　
95
　
早
稲
沢

青
　
山
　
光
　
枝
　
95
　
狐
鷹
森

笠
　
間
　
ヨ
シ
ノ
　
95
　
秋
　
　
元

山
　
内
　
ト
ミ
子
　
95
　
小
野
川

中
　
川
　
キ
　
ヨ
　
94
　
下
　
　
吉

佐
　
藤
　
ス
イ
子
　
94
　
北
山
一
区

前
　
後
　
千
代
江
　
94
　
北
山
二
区

　
野
　
ア
キ
ヨ
　
94
　
北
山
三
区

髙
　
田
　
ヨ
シ
子
　
94
　
松
陽
台

五
十
嵐
　
栄
　
子
　
94
　
大
塩
中
区

五
十
嵐
　
眞
　
澄
　
94
　
大
久
保

赤
　
城
　
ヨ
シ
ノ
　
94
　
下
川
前

田
　
中
　
キ
ミ
子
　
94
　
金
　
　
山

佐
　
藤
　
サ
ダ
子
　
94
　
蛇
　
　
平

江
　
川
　
ヤ
イ
子
　
93
　
下
　
　
吉

小
　
枝
　
登
喜
子
　
93
　
下
　
　
吉

藤
　
田
　
キ
チ
ノ
　
93
　
大
塩
上
区

髙
　
橋
　
照
　
子
　
93
　
大
塩
上
区

髙
　
橋
　
シ
ヲ
ノ
　
93
　
大
塩
下
区

渡
　
部
　
サ
キ
ヱ
　
93
　
大
塩
下
区

星
　
　
　
ミ
サ
子
　
93
　
下
川
前

大
　
沼
　
タ
キ
ノ
　
93
　
剣
ケ
峯

小
　
椋
　
ミ
サ
ヲ
　
92
　
下
　
　
吉

中
　
川
　
公
　
子
　
92
　
下
　
　
吉

齋
　
藤
　
千
　
里
　
92
　
北
山
二
区

鈴
　
木
　
サ
　
ト
　
92
　
北
山
二
区

樟
　
山
　
節
　
子
　
92
　
北
山
三
区

五
十
嵐
　
信
　
子
　
92
　
大
塩
上
区

金
　
子
　
キ
ヨ
子
　
92
　
大
塩
下
区

髙
　
橋
　
久
　
野
　
92
　
大
塩
下
区

鈴
　
木
　
宣
　
子
　
92
　
大
久
保

星
　
　
　
フ
デ
子
　
92
　
下
川
前

横
　
田
　
　
　
育
　
92
　
狐
鷹
森

小
　
椋
　
幸
　
子
　
92
　
狐
鷹
森

佐
　
藤
　
辰
　
子
　
91
　
北
山
一
区

大
　
竹
　
志
　
仁
　
91
　
北
山
二
区

小
　
川
　
ツ
ヤ
子
　
91
　
　
樟

髙
　
橋
　
ミ
ヨ
ノ
　
91
　
大
塩
上
区

伊
　
藤
　
愛
　
子
　
91
　
下
川
前

大
　
竹
　
ミ
ワ
子
　
91
　
上
川
前

二
　
瓶
　
マ
ツ
子
　
91
　
桧
　
　
原

小
　
椋
　
セ
ツ
子
　
91
　
早
稲
沢

小
　
椋
　
ハ
ナ
子
　
91
　
早
稲
沢

武
　
藤
　
常
　
子
　
90
　
北
山
一
区

武
　
藤
　
な
ほ
子
　
90
　
北
山
一
区

菊
　
地
　
マ
　
サ
　
90
　
北
山
一
区

須
　
藤
　
禎
　
子
　
90
　
北
山
二
区

中
　
谷
　
智
惠
子
　
90
　
北
山
三
区

樟
　
山
　
和
　
子
　
90
　
北
山
三
区

内
　
海
　
マ
サ
子
　
90
　
関
　
　
屋

簗
　
田
　
喜
代
美
　
90
　
大
塩
下
区

小
　
椋
　
キ
ヨ
ミ
　
90
　
早
稲
沢

小
　
椋
　
サ
ワ
子
　
90
　
早
稲
沢

小
　
椋
　
セ
ツ
子
　
90
　
狐
鷹
森

東
　
野
　
ス
イ
子
　
90
　
小
野
川

小
　
椋
　
フ
ヂ
子
　
90
　
長
　
　
峯

五
十
嵐
　
和
　
子
　
89
　
谷
　
　
地

武
　
藤
　
志
津
子
　
89
　
北
山
三
区

遠
　
藤
　
キ
ク
イ
　
89
　
大
塩
上
区

渡
　
部
　
キ
ヨ
子
　
89
　
大
久
保

河
　
内
　
ハ
ル
イ
　
89
　
曽
　
　
原

二
　
瓶
　
シ
ツ
イ
　
89
　
狐
鷹
森

松
　
﨑
　
世
榮
子
　
89
　
長
　
　
峯



問い合わせ　南東北裏磐梯診療所　☎ 32-2009

　北塩原村が実施する集団検診を受けられない方は、当院で施設健診が
受けられます。（一部内容に違いがあります）また、がん検診においては前
立腺がん検診、大腸がん検診は当院でも対応しております。
　ご希望の方は一度お電話にてご相談ください。令和2年8月1日～12月
26日までの期間です。
※事前にご予約をお願いいたします。

南東北裏磐梯診療所からのお知らせ南東北裏磐梯診療所からのお知らせ

　新型コロナウイルス感染拡大予防に伴い、診療所入り口で体温測定と問
診を実施しております。ご面倒をおかけしますがご理解とご協力をお願い
いたします。

来院される皆様へのお願い

裏磐梯診療所でも健診が受けられます

〇健康増進、疾病予防、病気の早期発見・早期治療、合併症予防などが健診の目的です。
　できるだけ受けるようにしましょう。

北
塩
原
村

長
寿
番
付

9月15日から21日は「老人週間」、また9月21日は「敬老の日」です。
多年にわたり社会に尽くしてこられた

「おじいちゃん」「おばあちゃん」、ありがとうございます。
いつまでもお元気でお過ごしください。

氏　　　名 行政区
男　　　　　性

番付
遠藤　　栄
五十嵐善𠮷
齋藤　豊美
五十嵐　怜
五十嵐　守
相原　哲彦
小椋　一男
羽染竹次郎
鈴木　初壽
須藤　信立
渡部　新一
小椋喜久雄
赤城多喜雄

早 稲 沢
関　　屋
桧　　原
大 久 保
上 川 前
桧　　原
早 稲 沢
曽　　原
大塩下区
北山二区
大塩下区
小 野 川
金　　山

98
年齢

97

96

横綱

大関

関脇

94

93

92

91

小結

氏　　　名 行政区
女　　　　　性

番付
佐々木　タキノ
横　山　ノ　ブ
五十嵐　ナツエ
眞　野　新　代
武　藤　ミツコ
鈴　木　孝　子
鈴　木　ミ　キ
佐　野　雅　子
渡　部　ハルヨ
赤　城　ト　ミ
穴　澤　サク子
小　林　サ　イ

桧　　原
蛇　　平
大 久 保
剣 ケ 峯
北山二区
大塩中区
蛇　　平
秋　　元
北山二区
桧　　原
桧　　原
狐 鷹 森

年齢
102
100

99
横綱

大関

関脇

小結

98

97

96

令和2年9月15日時点での満年齢となります。（敬称略）
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鈴
　
木
　
妙
　
子
　
88
　
大
塩
上
区

須
　
藤
　
和
　
子
　
88
　
大
塩
下
区

穴
　
澤
　
ミ
ツ
ノ
　
88
　
大
塩
下
区

五
十
嵐
　

　
枝
　
88
　
大
久
保

五
十
嵐
　
ミ
ヨ
子
　
88
　
大
久
保

鈴
　
木
　
ト
シ
ノ
　
88
　
大
久
保

冨
　
田
　
供
　
子
　
88
　
大
久
保

穴
　
澤
　
泰
　
子
　
88
　
桧
　
　
原

松
　
本
　
朋
　
子
　
88
　
金
　
　
山

赤
　
城
　
ス
イ
子
　
88
　
金
　
　
山

有
　
働
　
つ
き
子
　
88
　
金
　
　
山

小
　
椋
　
フ
ヂ
ノ
　
88
　
早
稲
沢

落
　
合
　
清
　
子
　
88
　
剣
ケ
峯

佐
　
藤
　
昭
　
子
　
88
　
蛇
　
　
平

小
　
椋
　
タ
カ
子
　
88
　
蛇
　
　
平

渡
　
部
　
三
代
子
　
88
　
秋
　
　
元

佐
　
藤
　
ミ
サ
子
　
88
　
長
　
　
峯

樟
　
山
　
ヨ
シ
子
　
87
　
北
山
一
区

加
　
勢
　
フ
デ
子
　
87
　
北
山
二
区

弓
　
田
　
ミ
サ
ヲ
　
87
　
北
山
三
区

穴
　
澤
　
保
　
子
　
87
　
大
塩
中
区

斎
　
藤
　
美
　
行
　
87
　
上
川
前

五
十
嵐
　
ハ
ル
子
　
87
　
上
川
前

佐
　
藤
　
幸
　
子
　
87
　
曽
　
　
原

伊
　
藤
　
ミ
　
ツ
　
87
　
曽
　
　
原

二
　
瓶
　
ミ
ツ
子
　
87
　
狐
鷹
森

河
　
野
　
陽
　
子
　
87
　
剣
ケ
峯

小
　
椋
　
ル
　
イ
　
87
　
蛇
　
　
平

鈴
　
木
　
マ
サ
子
　
87
　
秋
　
　
元

小
　
椋
　
久
　
子
　
87
　
長
　
　
峯

渡
　
部
　
邦
　
子
　
86
　
北
山
三
区

鈴
　
木
　
直
　
枝
　
86
　
大
塩
上
区

須
　
藤
　
ト
　
キ
　
86
　
大
塩
中
区

鈴
　
木
　
房
　
子
　
86
　
大
塩
下
区

五
十
嵐
　
武
　
子
　
86
　
上
川
前

外
　
島
　
カ
ヨ
子
　
86
　
桧
　
　
原

伊
　
藤
　
重
　
子
　
86
　
金
　
　
山

相
　
楽
　
ス
ミ
子
　
86
　
曽
　
　
原

星
　
野
　
美
智
子
　
86
　
狐
鷹
森

鈴
　
木
　
ケ
イ
子
　
86
　
狐
鷹
森

阿
　
部
　
靜
　
子
　
86
　
剣
ケ
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子ども体験活動事業『チャレンジKids!!』子ども体験活動事業『チャレンジKids!!』

・９月26日（土）幼児教育支援事業

〇日程：9月1日（火）～10月16日（金）
〇場所：北塩原村生涯学習センター
※土・日・祝は休館です

生涯学習だより

　７月30日（木）裏磐梯松原キャンプ場において、村内の小学４年生を対象にキャンプ体験が開催されました。
　さくら小学校児童15名、裏磐梯小学校児童2名の合計17名が参加し、自然体験やカヌーやボート、桧原湖での
水遊び、野外炊飯などの様々な体験活動を行いました。
　児童たちは元気に活動し、互いに協力し合う事で学校間の交流も図られました。キャンプ場内には終始元気
な声が響き渡り、夏休み初日のいい思い出となりました。

　蔵書リストを、村のホームページに掲載しました。「どんな本があるのか知りたい
…。」というときに活用していただけたらと思います。
　また、「読みたい本がどこにあるのかわからないから教えてほしい」なんて時に
は、遠慮なく公民館にご連絡ください。

　９月から12月までの間、火曜日と第３土曜日に、生涯学習センター図書室の開館時間を延長＆休日開館
を実施します！
　今後、広報誌や村のホームページで具体的な日程と時間をお知らせしていきますので、この機会にぜ
ひご活用ください。

今後の公民館関連事業のおしらせ

公民館関連事業中止のおしらせ

※予定が変更となる場合がありますので、ご了承願います。

①写真展「梯Ⅳ」
〇日程：10月10日（土）
〇場所：スポーツパーク桧原湖

②村長杯グラウンドゴルフ大会
〇日程：10月13日（火）
〇場所：裏磐梯サイトステーション

③成人セミナー（1回目）

教育課 ☎23-5237
公民館 ☎23-5236

　
８
月
15
日（
土
）村
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
新
成
人
は
、
平
成
12

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
該

当
者
35
名
の
う
ち
25
名
が
出
席
し

新
た
な
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
新
成
人
を
代
表
し
て

中
川
葵
さ
ん（
一
中
卒
）が
、小
椋
敏

一
村
長
か
ら
成
人
証
書
及
び
記
念

品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
村
長
か
ら
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、社
会
が
大

き
く
変
化
す
る
中
で
、若
い
皆
さ
ん

の
柔
軟
性
は
、今
後
の
日
本
を
大
き

く
変
え
る
力
に
な
る
。失
敗
を
恐
れ

ず
、果
敢
に
挑
戦
し
自
ら
の
力
で
人

生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」と
応
援
の

言
葉
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、小

椋
眞
村
議
会
議
長
及
び
中
学
校
時
代

の
恩
師
よ
り
、新
成
人
へ
温
か
い
お

祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、松
本
安
基
良
さ
ん（
裏

中
卒
）が「
故
郷
へ
の
誇
り
と
感
謝

の
気
持
ち
を
持
っ
て
、将
来
を
担
う

若
者
と
し
て
、逆
境
を
越
え
、助
け

合
い
、新
た
な
世
代
へ
村
の
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
て
い
け
る
、い
い
成
人

に
な
れ
る
よ
う
精
進
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
。」と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　
例
年
式
典
後
に
実
施
し
て
い
た

昼
食
会
は
、感
染
症
対
策
の
た
め
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、旧
友
や
恩
師

と
の
再
会
に
喜
ぶ
新
成
人
の
姿
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

令和2年度 北塩原村成人式
　 それ

ぞれの想いを胸に新たな門出を迎える

村ホームページに図書リストを掲載しました！村ホームページに図書リストを掲載しました！

図書室の開館時間の延長と休日開館日のおしらせ

※延長及び休日開館を行うのは生涯学習センターの図書室のみです。他の施設は通常通りとなりますのでご了承ください。

●19日（土） ８：30～12：00
●29日（火） ８：30～19：00

【開館時間】【日　程】
【開館時間】【日　程】

●６日（火） ８：30～19：00
●13日（火） ８：30～19：00
●17日（土） ８：30～12：00

【開館時間】【日　程】

●20日（火） ８：30～19：00
●27日（火） ８：30～19：00

9月 10月
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「大切にしよう こころ、いのち」～９月は自殺予防週間があります～「大切にしよう こころ、いのち」～９月は自殺予防週間があります～

健康通信 保健センター ☎28-3733申込・問い合わせ

　毎年９月10日～９月16日の１週間は自殺予防週間です。
　自殺の背景には、何らかのこころの病気が関係していることが多く、中でもうつ病の割合が高い
と言われています。原因としては過度なストレスなど様々ですが、加えて今年は新型コロナウイル
ス感染症関連の影響により、精神的な不安、仕事や収入の減少、人との交流の自粛を求められ、生活
のしにくさが誰にでも起こっている現状があります。
　大切ないのちとこころにを守るために、知っておきたいことをまとめました。

●うつ病を予防しましょう
　決して特別な人がかかる病気ではなくストレ
スが積み重なることが引き金となります。誰でも
かかり得る病気です。

●不眠に要注意
　うつ病の前兆に不眠があります。疲れているの
に眠れない日が続いたら早めに医療機関などに
相談しましょう。

●ストレスを解消しましょう
• ゆったりした入浴やマッサージでリラックスす
る時間を持ちましょう。
•熱中できる趣味や軽い運動を楽しみましょう。
• 家族や仲間と会話しましょう。（電話や手紙も活
用して）
• 自己主張することを恐れずに、お互いを尊重しな
がら信頼関係を気築きましょう。
●相談は早めに
　自分自身の事や大切な人が悩んでいる様子が
みられたら、早めに相談しましょう。

・こころの健康相談統一ダイヤル（厚生労働省） ☎0570-064-556 　www.mhlw.go.jp
・こころの耳電話相談（厚生労働省） ☎0120-565-455
・自殺予防いのちの電話（日本いのちの電話連盟） ☎0120-783-556

相談先

【お問い合わせ・相談は】保健センター　☎２８－３７３３

総合検診（集団検診）のお知らせ
　村の体育館など身近な場所で受けられる集団検診が10月３日（土）から各地区で始まります。忘れず
に受けましょう！！
　今年度は新型コロナウイルス感染症対策として健診会場の入場制限をするため、受付時間を書かれ
た整理券を当日会場にて配布します。受付時間になるまで自宅又は駐車場でお待ちいただきます。
　またマスクの持参・着用、スリッパの持参、当日の検温・体調確認、会場での手指アルコール消毒・
手洗い等をお願いします。

•健康診査（特定・後期・若年） •胸部検診（肺がん・結核）　
•胃がん検診 •大腸がん検診 •前立腺がん検診
•喀痰（肺がん）検診 •肝炎ウイルス検査
※検診項目によって、健康保険加入状況、年齢、性別の条件があります。
　 詳しくは以前配布したお知らせをご覧になるか、保健センターにお問い合わせください。

【社会保険に加入されている方へ】
社会保険の方は、保険者（勤務先等）が定める健康診査をご利用ください。がん検診は受診可能です。
ただし、被扶養者の方など村の集団検診会場で受診可能な場合もあります。（その場合は健康保険
証、受診券が必要です）。

【昭和37年度～昭和53年度生まれの男性の皆様へ】
村から配布されてるクーポン券を持参していただくことで、風しん抗体検査は受診することが可
能です。（風しん抗体検査のみも可能です。）

総合健診の実施項目

日程・会場・受付（整理券配布）時間

•「総合健（検）診受診録」（裏面の質問票を鉛筆で記入）
•健康保険証 •自己負担金
•国保の方は「特定健康診査受診券」（ピンク色） •尿、大腸がん、喀痰検査の容器（検体）
•後期の方は「後期高齢者健康診査受診券」（水色）
•風しん抗体検査受診者は「クーポン券」と本人確認書類（保険証等）
•検査容器や必要書類がない方は保健センターへご連絡ください。

持　　　参　　　物

•胃がん検診を受ける方（午前中の受診のみです。）
　前日午後９時までに食事を済ませてください（水は就寝前までなら可）。
　ただし、当日は検査が終わるまで飲食（ガムや飴も含む）・喫煙はしないでください。
※朝の内服（血圧・心臓病等）をする場合は、起床後すぐに100㏄以下（小さめのコップ半分程度）の水
で飲んでください。

•特定、後期高齢者、若年一般健診を受診する方
　午前に受診される方：なるべく食後10時間の間隔をあけて受診して下さい。
　　　　　　　　　　　（胃がん検診を受けない場合は、水は飲んでも可）
　午後に受診される方：朝食を軽めに済ませ、検診まで水以外の飲食物を摂取しないで下さい。

注　　　意　　　点

日　　程

会　　場

整理券配布
(受付 )
時　　間

健診時間

備　　考

10月３日（土）

活性化センター（大塩）

午前６時30分～10時30分

午後の時間は実施なし

午前：７時30分～終了まで
午後：実施なし

胃がん検診は午前中のみ実施となります。
当日は10分ごとに5～10名程度入場するよう調整する予定です。

10月 4日（日）

午前６時30分～10時30分　

午後１時～２時

午前：７時30分～終了まで
午後：１時～終了まで

10 月 5日（月）

自然環境活用センター（剣ヶ峯）

午前６時30分～10時30分　

午後１時～２時

午前：７時30分～終了まで
午後：１時～終了まで

村民体育館（北山）

場　所

日　時

保健センター

10月8日（木）午前9時～正午まで

•大腸がん・喀痰検診のみ、下記の日程も追加で実施します。
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「大切にしよう こころ、いのち」～９月は自殺予防週間があります～「大切にしよう こころ、いのち」～９月は自殺予防週間があります～

健康通信 保健センター ☎28-3733申込・問い合わせ

　毎年９月10日～９月16日の１週間は自殺予防週間です。
　自殺の背景には、何らかのこころの病気が関係していることが多く、中でもうつ病の割合が高い
と言われています。原因としては過度なストレスなど様々ですが、加えて今年は新型コロナウイル
ス感染症関連の影響により、精神的な不安、仕事や収入の減少、人との交流の自粛を求められ、生活
のしにくさが誰にでも起こっている現状があります。
　大切ないのちとこころにを守るために、知っておきたいことをまとめました。

●うつ病を予防しましょう
　決して特別な人がかかる病気ではなくストレ
スが積み重なることが引き金となります。誰でも
かかり得る病気です。
●不眠に要注意
　うつ病の前兆に不眠があります。疲れているの
に眠れない日が続いたら早めに医療機関などに
相談しましょう。

●ストレスを解消しましょう
• ゆったりした入浴やマッサージでリラックスす
る時間を持ちましょう。
•熱中できる趣味や軽い運動を楽しみましょう。
• 家族や仲間と会話しましょう。（電話や手紙も活
用して）
• 自己主張することを恐れずに、お互いを尊重しな
がら信頼関係を気築きましょう。
●相談は早めに
　自分自身の事や大切な人が悩んでいる様子が
みられたら、早めに相談しましょう。

・こころの健康相談統一ダイヤル（厚生労働省） ☎0570-064-556 　www.mhlw.go.jp
・こころの耳電話相談（厚生労働省） ☎0120-565-455
・自殺予防いのちの電話（日本いのちの電話連盟） ☎0120-783-556

相談先

【お問い合わせ・相談は】保健センター　☎２８－３７３３

総合検診（集団検診）のお知らせ
　村の体育館など身近な場所で受けられる集団検診が10月３日（土）から各地区で始まります。忘れず
に受けましょう！！
　今年度は新型コロナウイルス感染症対策として健診会場の入場制限をするため、受付時間を書かれ
た整理券を当日会場にて配布します。受付時間になるまで自宅又は駐車場でお待ちいただきます。
　またマスクの持参・着用、スリッパの持参、当日の検温・体調確認、会場での手指アルコール消毒・
手洗い等をお願いします。

•健康診査（特定・後期・若年） •胸部検診（肺がん・結核）　
•胃がん検診 •大腸がん検診 •前立腺がん検診
•喀痰（肺がん）検診 •肝炎ウイルス検査
※検診項目によって、健康保険加入状況、年齢、性別の条件があります。
　 詳しくは以前配布したお知らせをご覧になるか、保健センターにお問い合わせください。

【社会保険に加入されている方へ】
社会保険の方は、保険者（勤務先等）が定める健康診査をご利用ください。がん検診は受診可能です。
ただし、被扶養者の方など村の集団検診会場で受診可能な場合もあります。（その場合は健康保険
証、受診券が必要です）。

【昭和37年度～昭和53年度生まれの男性の皆様へ】
村から配布されてるクーポン券を持参していただくことで、風しん抗体検査は受診することが可
能です。（風しん抗体検査のみも可能です。）

総合健診の実施項目

日程・会場・受付（整理券配布）時間

•「総合健（検）診受診録」（裏面の質問票を鉛筆で記入）
•健康保険証 •自己負担金
•国保の方は「特定健康診査受診券」（ピンク色） •尿、大腸がん、喀痰検査の容器（検体）
•後期の方は「後期高齢者健康診査受診券」（水色）
•風しん抗体検査受診者は「クーポン券」と本人確認書類（保険証等）
•検査容器や必要書類がない方は保健センターへご連絡ください。

持　　　参　　　物

•胃がん検診を受ける方（午前中の受診のみです。）
　前日午後９時までに食事を済ませてください（水は就寝前までなら可）。
　ただし、当日は検査が終わるまで飲食（ガムや飴も含む）・喫煙はしないでください。
※朝の内服（血圧・心臓病等）をする場合は、起床後すぐに100㏄以下（小さめのコップ半分程度）の水
で飲んでください。

•特定、後期高齢者、若年一般健診を受診する方
　午前に受診される方：なるべく食後10時間の間隔をあけて受診して下さい。
　　　　　　　　　　　（胃がん検診を受けない場合は、水は飲んでも可）
　午後に受診される方：朝食を軽めに済ませ、検診まで水以外の飲食物を摂取しないで下さい。

注　　　意　　　点

日　　程

会　　場

整理券配布
(受付 )
時　　間

健診時間

備　　考

10月３日（土）

活性化センター（大塩）

午前６時30分～10時30分

午後の時間は実施なし

午前：７時30分～終了まで
午後：実施なし

胃がん検診は午前中のみ実施となります。
当日は10分ごとに5～10名程度入場するよう調整する予定です。

10月 4日（日）

午前６時30分～10時30分　

午後１時～２時

午前：７時30分～終了まで
午後：１時～終了まで

10 月 5日（月）

自然環境活用センター（剣ヶ峯）

午前６時30分～10時30分　

午後１時～２時

午前：７時30分～終了まで
午後：１時～終了まで

村民体育館（北山）

場　所

日　時

保健センター

10月8日（木）午前9時～正午まで

•大腸がん・喀痰検診のみ、下記の日程も追加で実施します。
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お
知
ら
せ

今
月
の
予
定

【
行
政
相
談
】

　
行
政
相
談
で
は
、
国
・
県
・

市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
受
け
付
け
、
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

●
月
日　
９
月
25
日（
金
）

●
時
間　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
午
前
11
時
30
分

●
場
所　
桧
原
出
張
所（
桧
原
）

　
　
　
　
　
☎
34

−

２
０
０
４

行
政
相
談
委
員　
髙
橋　
光
秋

【
今
月
の
納
税
な
ど
】

・
国
民
健
康
保
険
税（
３
期
分
）

・
介
護
保
険
料（
３
期
分
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

�

（
２
期
分
）

・
住
宅
使
用
料�

（
９
月
分
）

・
上
下
水
道
使
用
料（
８
月
分
）

・
下
水
道
受
益
者
分
担
金

�

（
２
期
分
）

村
税
等
の
納
入
は
、
簡
単
・
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
!!

９月20日（日）　（医）君島内科消化器科クリニック…… 24-5800
９月21日（月）　（医）くまたクリニック………………… 28-1233
９月22日（火）　（医）子博会　高橋小児クリニック…… 25-7066
９月27日（日）　（医）社団福寿会　武田医院…………… 27-4031
10月４日（日）　（医）手代木医院………………………… 22-0034
10月11日（日）　（医）爽陽会　鳴瀬病院………………… 24-3333

９月20日（日）　有隣病院………………………………… 24-5021
９月21日（月）　佐原病院………………………………… 22-5321
９月22日（火）　有隣病院………………………………… 24-5021
９月27日（日）　会津医療センター……………… 0242-75-2100
10月４日（日）　有隣病院………………………………… 24-5021
10月11日（日）　佐原病院………………………………… 22-5321

休　日　当　番　医

　第　二　次　救　急　当　番　医

第2次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必要とする
重症患者の救急医療体制です。

令和2年9月1日現在の人口

●男1,355人　●女1,322人 

●計2,677人 （前月比　▲４）（外国人含む）

●転入３	 ●転出７

●出生１	 ●死亡１

●世帯数 1,091 （前月比　±０）

戸　籍　の　窓　口

お悔やみ申し上げます

取　フジ子　〈89歳〉（惣一・母）下吉

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

令
和
2
年
10
月
1
日
に
、

「
令
和
2
年
国
勢
調
査
」を
実
施

し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と

す
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調

査
で
、
国
内
の
人
口
や
世
帯
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

統
計
法
に
基
づ
き
5
年
に
1
度

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
結
果
は
福
祉
政
策
や
生
活
環

境
整
備
、
災
害
対
策
な
ど
、
日

本
の
未
来
を
つ
く
る
た
め
活
用

し
ま
す
。

　
回
答
は
、
郵
送
の
ほ
か
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
で
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
、
感
染
予
防
に
配

慮
し
、
接
触
リ
ス
ク
を
低
減
す

る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
調
査
期
日

　
令
和
2
年
10
月
1
日
現
在

●
調
査
対
象

令
和
2
年
10
月
1
日
現
在
、

日
本
国
内
に
ふ
だ
ん
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人（
外
国
人

を
含
む
）及
び
世
帯

●
調
査
事
項

「
氏
名
」、「
男
女
の
別
」、「
出

生
の
年
月
」、「
就
業
状
態
」、

「
世
帯
数
」な
ど
19
項
目

●
調
査
票
の
配
布
お
よ
び
回
答

方
法

　
9
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員

が
み
な
さ
ま
の
お
宅
を
訪
問

し
ま
す
。

　
原
則
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
越
し

に
行
い
、
調
査
書
類
は
郵
便

受
け
や
ド
ア
ポ
ス
ト
に
入
れ

る
な
ど
し
て
お
配
り
し
ま

す
。

　

ご
不
在
の
場
合
は
、
直

接
、
郵
便
受
け
や
ド
ア
ポ
ス

ト
な
ど
に
入
れ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答（
9

月
14
日
～
10
月
7
日
）

　
　
配
布
す
る「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
答
利
用
ガ
イ
ド
」
を

参
考
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン

か
ら
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

⑵
郵
送
ま
た
は
調
査
員
へ
の
提

出（
10
月
1
日
～
10
月
7
日
）

　
配
布
す
る「
調
査
票
の
記
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大
塩　

鈴
木　

み
ち
子

真
夏
日
を　

葉
陰
で
涼
む　

雨
蛙　

ユ
ラ
ユ
ラ
揺
れ
て　

雨
を
待
ち
わ
ぶ

大
塩　

鈴
木　

タ
ケ
子

狭
い
庭　

ツ
ツ
ジ
と
椿　

鋏
入
れ　

境
界
線
を　

空
に
書
き
入
れ

大
塩　

五
十
嵐　

良
子

登
校
す
る　

子
供
の
声
に　

励
ま
さ
れ　

今
日
も
元
気
に
と　

夫
と
語
り
ぬ

大
塩　

高
橋　

み
す
江

晴
れ
間
に
て　

日
暮
し
鳴
い
て　

涼
し
け
れ　

か
ぼ
ち
ゃ
は
猿
に　

先
越
さ
れ
た
り

大
塩　

赤
城　

セ
イ
子

梅
雨
明
け
て　

み
ん
み
ん
蝉
の　

鳴
く
声
に　

ま
ち
ま
ち
し
夏　

喜
び
ひ
と
し
お

大
塩　

高
橋　

郁
子

母
は
強
し　

孫
た
ち
の
帰
省　

こ
と
わ
る
こ
と　

職
場
あ
り　

ぢ
ぢ
ば
ば
も
い
る
と

下
川
前　

赤
城　

弘
美

電
柱
に　

傾
き
掛
か
る　

ピ
ア
ノ
あ
り　

泥
流
の
地
の　

弾
き
手
を
お
も
う

桧
原　

穴
澤　

泰
子

長
梅
雨
の　

困
り
は
て
た
り　

畑
作
の　

猿
の
餌
食
に　

農
婦
の
つ
ら
さ

桧
原　

佐
々
木　

キ
ミ
子

お
盆
に
は　

帰
郷
す
る
子
や　

孫
達
も　

コ
ロ
ナ
で
帰
郷　

取
り
止
め
寂
し

北
山　

武
藤　

敏
子

雄
大
に　

大
き
く
な
り
し　

向
日
葵
を　

囲
み
て
孫
の　

ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト

北
山　

佐
藤　

裕
子

夕
食
時　

ア
ミ
戸
に
蛙　

張
り
付
い
て　

小
さ
な
虫
に　

機
敏
に
飛
び
付
く

夜
の
秋
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
は
め
終
へ
る	

中
川　

幸
恵

一
万
本
の
あ
ぢ
さ
ゐい

千
人
の
村	

鈴
木　

隆
一
郎

で
で
虫
を
両
手
に
二
匹
児
が
帰
る	

武
藤　

敏
子

百
日
紅
縁
に
く
っ
き
り
ピ
ン
ク
色	

佐
藤　

信
子

  

北
塩
原
短
歌
会

  

白
百
合
俳
句 文

　
芸
　
の
　
ひ
　
ろ
　
ば

「
野
生
き
の
こ
」
は
販
売

で
き
ま
せ
ん

　
野
生
き
の
こ
が
生
え
て
く
る

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
北
塩
原

村
産
の「
野
生
き
の
こ
」、「
こ

し
あ
ぶ
ら
」
や「
野
生
た
ら
の

め
」は
出
荷
制
限
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

《
出
荷
制
限
品
目
の
、「
６
つ
の

で
き
ま
せ
ん
」》

１　

年
度
が
か
わ
っ
て
も
出

荷
・
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

２　
基
準
値
以
下
で
も
出
荷
・

販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

３　
乾
燥
や
水
煮
な
ど
の
加
工

品
の
原
料
に
も
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

４　
食
堂
や
宿
泊
施
設
で
調
理

し
て
お
客
さ
ん
に
提
供
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

村
生
活
支
援
緊
急
給
付
金

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
伴
う
緊
急
の
生
活
支
援
と

し
て
実
施
し
て
い
る「
北
塩
原

村
生
活
支
援
緊
急
給
付
金
」の

申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
同
給
付
金
は
村
独
自
の
支
援

制
度
で
、
令
和
2
年
4
月
24
日

時
点
で
村
に
住
民
登
録
し
て
い

る
村
民
に
対
し
、
１
人
当
た
り

5
万
円
を
給
付
す
る
も
の
で
す

（
所
得
制
限
あ
り
）。

　
申
請
期
限
は
令
和
2
年
9
月

30
日（
水
）と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い

方
は
お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
総
務
企
画
課
企
画
室

　
☎
23

−
３
１
１
２

労
働
困
り
ご
と
相
談
会

　
賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職

な
ど
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関

す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ
い

て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
日
時
：
10
月
18
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

●
場
所
：
県
会
津
若
松
合
同
庁
舎

（
会
津
若
松
市
追
手
町
7
番

5
号
）

※
原
則
と
し
て
事
前
予
約
制
で

す
。（
10
月
16
日（
金
）
午
後

5
時
ま
で
受
付
。）

●
問
い
合
わ
せ
：
福
島
県
労
働

委
員
会
事
務
局

☎
0
2
4

−

5
2
1

−

7
5
9
4

入
の
し
か
た
」
を
参
考
に
各

項
目
を
記
入
の
う
え
、
調
査

票
を
郵
送
ま
た
は
調
査
員
へ

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課
生
活
班

　
☎
23

−

３
１
１
3

５　
フ
リ
マ
ア
プ
リ
等
を
介
し

た
個
人
売
買
で
も
出
荷
・
販

売
は
で
き
ま
せ
ん
。

６　
他
人
へ
の（
無
償
）譲
渡
も

出
荷
と
見
な
さ
れ
る
の
で
で

き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

　
会
津
農
林
事
務
所

　
森
林
林
業
部
林
業
課

　
☎
24

−
5
7
3
4

　
北
塩
原
村
農
林
課

　
☎
23

−

1
3
3
4

お
昼
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

変
わ
り
ま
し
た

　
正
午
に
防
災
無
線
か
ら
流
れ

る
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
９
月
１
日
よ

り
、
変
わ
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
村

政
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
裏

磐
梯
観
光
大
使
の
小
椋
佳
さ
ん

に
作
成
し
て
い
た
だ
い
た「
北

塩
原
村　
村
の
歌
」で
す
。
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　福島県出身の大学院生が熱意をもって磐梯山の「土」に関する歩
みを調べています。
　2019年の春、筑波大学土壌環境化学研究室の学生と指導の先
生が訪問されました。その目的は、磐梯山の噴火でできた地形（流れ
山）の土壌について調査を実施し、約130年間で形成された「土壌構
造」について修士論文にしていく内容でした。それから学生が中心と
なって、磐梯朝日国立公園の中でも核心部にあたる裏磐梯エリアの
調査計画書を作成し、調査の許可を受けるため環境省裏磐梯自然
保護官事務所や土地所有者等に対して前例の少ない土壌調査に向
けた詳細な説明を約半年間にもわたって実施してきました。
　今、裏磐梯エリアの「土壌構造」の解明につながる一歩が踏み出
されました。裏磐梯エリアの土壌調査は動植物の生態系とも深く関
係があり、皆さんにも注目してほしい内容です。この調査研究は、例年
３月に裏磐梯ビジターセンターで行われる「学生研究発表会」で報告してもらえる予定です。磐梯朝日国立公
園指定70周年にふさわしい新たなお宝発見に向け、今後もサポートしていきたいと考えています。

vol.117

北斗印刷株式会社

　裏磐梯ではセミたちがにぎやかに鳴いています。中でも先頭を切って
初夏から鳴き始めるエゾハルゼミ、その大合唱は市街地では聞くことが
出来ない裏磐梯ならではの風物詩です。聞きなれない人も多く、カエル
や鳥の鳴き声と錯覚する人もおり、「あの鳴き声は何ですか」と聞かれる
ことがあります。
　鳴き方を文字に表すと「ミョーキン・ミョーキン・ミョーケケケケ」とな
ります（主観ですが）。鳴き始めの「ミョーキン」が間をおいて、断続的に
発せられる鳴き方は他のセミにはないエゾハルゼミだけの特徴です。
　ほぼ全国のブナ、ミズナラなどの林に生息していますが、近年、山林の
開発や地球の温暖化による植性の変化により生息エリアが減少し、絶
滅危惧種に指定する県もあるほど数が減っております。
　例年、裏磐梯では６月中旬から7月中旬が最盛期となり、今の時期の鳴き声はミンミンゼミ等に移ってしまいま
した。ですので、来シーズンは是非自然豊かな高地でしか聞くことが出来ないエゾハルゼミの大合唱に耳を傾けて
みてはいかがでしょうか。

裏磐梯の風物詩・エゾハルゼミ

裏磐梯ビジターセンター通信裏磐梯ビジターセンター通信
裏磐梯ビジターセンター　　☎32-2850

～土壌調査から見る132年の歩み～
磐梯山噴火から誕生した「土」がアツい！

▲エゾハルゼミ

●人間にとって大切な存在である「土」 
●人間は土がなければ生きていけない
●土はすべての生命を支えている 

●土は岩石、火山灰、植物遺体が材料
●「土壌」には生命体が長い時間をかけて
　「醸成」してできたという意味がある

「土」・「土壌」はじめの一歩


